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研究成果の概要（和文）： 

これまでに、義歯や顎義歯などアクリルレジン製の補綴装置の内部に存在する微生物につい

て調べた研究は少ない。本研究では、補綴装置のアクリルレジン部内部より微生物を検出し、

その量や種類について詳細を調べた。長期間使用した補綴装置アクリルレジン部の内部には細

菌が生息していることが明らかとなった。またこれらの細菌は複数種で存在しており、義歯使

用者の口臭や誤嚥性肺炎などの口腔疾患に関与すると考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Few studies have examined the bacterial invasion in the acrylic resin prostheses. The aim of this study 

is to quantify and identify the microorganisms in the acrylic resin denture bases and in the inner space of 

acrylic resin obturator of dento-maxillary prostheses after long-term use. Several species of viable 

bacteria were detected in acrylic resin denture bases and obturators. The findings of this study suggest 

that acrylic resin prostheses and bacteria inside the acrylic resin prostheses may be associated with oral 

malodor and oral/respiratory infections in individuals wearing prostheses. 
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１．研究開始当初の背景 

義歯は主に歯科用アクリルレジンで構成

され、その表面には口腔に存在する多種多様

な微生物（パラサイト）が付着し、増殖し、

微生物叢（バイオフィルム）を形成する。そ

のため表面バイオフィルム中に存在する微

生物やその代謝産物は、義歯使用者や、免疫

防御機能の低下した者の口臭や、日和見感染

症、誤嚥性肺炎等の重篤な呼吸器感染症を発

症する病原性因子になる。 

義歯の長期使用により、表面に付着した微

生物は表面における増殖に留まらず、材料表

面に存在する微小亀裂や、修理材料との界面

等の微小な隙間から材料内部へ侵入する可

能性がある。 

特に歯科用アクリルレジンは多孔性・吸水

性という物性をもち、内部に侵入した微生物

は食物や唾液中のタンパク質等の基質の供

給が促され、内部においてもバイオフィルム

を形成すると考えられる。 

さらに、内部バイオフィルムは、表面バ
イオフィルムとは異なり、その除去が困難
であるため、歯科用アクリルレジンは、長
期間にわたり微生物やその代謝産物ならび
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に唾液中の様々な分解酵素へ曝されること
になる。 

以上のことから、歯科用アクリルレジン
は微生物の温床となり、その結果、義歯自

体が口臭や呼吸器感染症におけるより危険

度の高い病原性因子になると考えられる。さ

らに、そのような汚染された義歯の長期間の

使用により、歯科用アクリルレジンそのもの

の生物学的劣化を引き起こすものと推測さ

れる。 

これまでに、義歯表面に存在する微生物叢

に関する報告は多くあるものの、義歯内部に

存在する微生物についてはほとんど報告が

なかった。 

 

２． 研究の目的 

本研究では、義歯床用材料として頻用され
る歯科用アクリルレジンの表面および内部
に存在する微生物叢の定量的、定性的解析、
生 物 学 的 劣 化 （ Biodegradation, 

Biodeterioration）の解析により、パラサイト
（微生物）―歯科用アクリルレジン間インタ
ーフェイスの特徴を明らかにし、その改質方
法を提案することを目的とした。 

 

３． 研究の方法 

 患者は、東北大学病院歯科咬合回復科に通
院する患者で、インフォームドコンセントの
得られた者で、過去 3 か月において抗生物質
等の薬物療法の既往のない患者を対象とし
た。 

 これらの患者より、義歯の新製等の理由に
より不要となったアクリルレジン製の義歯
（13 床）を回収した。回収後、実験開始まで
密閉容器に入れて保湿し 4℃で保存した。可
能な限り口腔内での使用環境を反映するた
めに保存期間は 3 日間までとした。また、同
病院に通院中で、中空型オブチュレーターを
付した顎義歯を装着し、問題なく使用してい
る患者（11 床）を対象とし、その顎義歯内部
より試料を採集した。 

 

義歯床内部からの試料の採集 

義歯アクリルレジン部の表面を 70%エタ
ノールにて消毒後、無菌的に割断した。その
割断面から滅菌ラウンドバーを用いてレジ
ン削片を採集し（約 0.1 ㎎）、40mM リン酸カ
リウム緩衝液に懸濁した。懸濁液をホモジナ
イザーにて粉砕後、同緩衝液にて 10
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連続段階希釈を行った。希釈後の各懸濁液を
血液寒天平板に塗沫し、速やかに嫌気グロー
ブボックス内に搬入し、37℃、嫌気条件下に
て 7 日間培養した。平板上の各コロニーを計
数し、義歯床内部に生存する細菌密度を測定
した。さらに、純培養後の各コロニーより
DNA を抽出し、PCR 法にて 16s RNA genes

を増幅後、DNA シークエンス解析を行った。
genebank data base に基づいた細菌種の同
定を行った。 

 

顎義歯オブチュレーター内部からの試料の
採集 

 顎義歯のオブチュレーター表面を 70%エ
タノールにて消毒後、オブチュレーター外壁
より滅菌ラウンドバーにて内腔へ穿通した。
オブチュレーター内部に液体の貯留を認め
る場合は、その液体を滅菌シリンジにて回収
し、試料とした。一方、オブチュレーター内
部に液体の貯留を認めない場合は、40mM リ
ン酸カリウム緩衝液 1.0mL を注入後、攪拌し、
再度滅菌シリンジにて回収して試料とした。
試料は義歯内部からの試料と同様に粉砕後、
連続段階希釈を行い、血液寒天平板に塗沫後、
37℃にて好気および嫌気条件下にて7日間培
養した。培養後のコロニー数を計数し、オブ
チュレーター内部に生存する細菌密度を測
定した。さらに、各コロニーから DNA を抽
出し、DNA シークエンス解析により細菌種の
同定を行った。 

 
４． 研究成果 
  

アクリルレジン製義歯床内部 

 全 13 サンプルのうち、5 サンプルから 

(38.5%) 細菌が検出された（表）。 

 

  

 修理歴ありの群では、5 サンプル中 3 サン
プル（60.0%）から細菌が検出され、それら
の細菌密度 6.0×102－1.8×105 CFU/mg であ
った（図 1)。 

 

 



 一方、修理歴なしの群では、8 サンプル中
2 サンプル（25.0%）から細菌が検出され(表)、
細菌密度は 4.0×102, 1.3×103 CFU/mg であっ
た（図 1）。 

  修理歴ありの群からは Lactobacillus 属
（4 菌種）、Propionibacterium(1 菌種) が同
定された。一方、修理歴なしの群からは、
Actinomyces（2 菌種）と Streptococcus（1

菌種）が同定された（図 2）。70%エタノール
消毒後のアクリルレジン製義歯床表面から
細菌の検出は認められなかった。 

 

 

アクリルレジン製顎義歯オブチュレーター
内部 

 全 11 床のうち 5 床の顎義歯中空型オブチ
ュレーター内部には液体（内液）が存在し、
6 床には、内液を認めなかった。全 11 サンプ
ル中 6 サンプル(54.5%) から細菌が検出され
た（表）。 

 内液が存在した群からは、5 サンプル中 4

サンプル(80.0%) から細菌が検出された。検
出された細菌密度は、嫌気培養では 5.0×10

－1.2×106 CFU/mL、また、好気培養では、
1.7×105－2.5×106 CFU/mL であった。 

 一方、内液が存在しない群からは、6 サン
プル中 2 サンプル(33.3%) から細菌が検出さ
れた。細菌密度は、嫌気培養で 1.1×102－
2.2×103  CFU/mL、また、好気培養では
5.0×10－1.9×103CFU/mL であった(図１)。嫌
気培養および好気培養の間で、細菌密度の有
意差は認められなかった。 

 内液が存在した群からは Olsenella, 
Bacillus,  Citrobacter, 
Enterobacteriaceae,  Pantoea, 
Peptoniphilus, Klebsiella （ 3 菌 種 ） , 

Pseudomonas 属の 9 菌属 11 菌種が検出され
た。 

 一 方 、 内 液 が 存 在 し な い 群 か ら は
Lactbacillus 属の 4 菌種のみが検出された
（図 3, 4）。また 70%エタノール消毒後のア
クリルレジン製顎義歯オブチュレーター表
面から細菌の検出は認められなかった。 
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